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○開発面積：２１４ha（南北１．５㎞、東西１．５㎞）

※ 日比谷公園（16ha）の１３倍

※ うち、返還地は１９２ha

返還前はキャンプキンザー（牧港補給地区）住宅地区

○投資額（民間施設建設費は推計値）

土地区画整理事業費：約５０８億円

公共施設整備事業費：約５８８億円

民間施設建設費累計額：約１，９１４億円

※ 沖縄振興開発金融公庫融資実績（H7～H26の累計）

事業系：３５３億円、住宅系：３１４億円

○人口：２１，３５０人（平成２６年１２月現在）

※ 計画人口：２１，０００人

○区画整理事業施行者：独立行政法人都市再生機構

○昭和６２年度 都市計画決定、土地区画整理事業採択

○平成４年10月 区画整理事業・工事着工

○平成14年10月 サンエー那覇メインプレイス開店

○平成17年１月 換地処分公告（区画整理事業終了）

※ 返還合意から区画整理事業終了まで：３３年

返還合意（S48）～全面返還（S62）：１４年

全面返還～事業認可（H4）：６年

事業認可～区画整理事業終了（H17）：１３年

○雇用増：従業者数２０，３２２人（平成２６年）

○税収増：域内の固定資産税（平成２５年度）

土地：約 ８億１千万円

建物：約１１億６千万円 計：約１９億７千万円

○経済効果（沖縄県調査による推計）

整備による直接経済効果：３，０６０億円

活動による直接経済効果：３２倍

５２億円（返還前）→１，６３４億円（返還後）

○商業・業務施設及び沿道型施設

天久りうぼう楽市(H12.10)／サンエー那覇メインプレイス

(H14.10)／コープアップルタウン(H15.12)／Ｔギャラリア沖

縄ＤＦＳ(H17.3)

○公共公益施設

県立那覇国際高等学校(H10.4)／沖縄振興開発金融公庫(H12.5)

／那覇市役所銘苅庁舎(H15.5)／那覇第２地方合同庁舎１号館

(H15.7)／銘苅小学校(H17.4)／沖縄県立博物館・美術館

(H19.11)／日本銀行那覇支店(H19.12) ／那覇第２地方合同庁

舎２号館(H20.3)／天久小学校(H24.4)

○公園・緑地 新都心公園(H13.7)

○その他 モノレールおもろまち駅(H15.8)／ＮＨＫ(H16.3)

１ 概況

２ 主な経緯

３ 開発効果

４ 主な立地施設

那覇新都心（旧牧港住宅地区）の跡地利用について
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当面の課題 施策の方向性 今後の取組

西普天間住宅地区の跡地利用 琉球大学医学部及び同附属病院の移設を
はじめとした国際医療拠点の形成を図る

・国際医療拠点構想の具体化の取組、土地の先行取得 等

跡地利用の課題と取組

○「沖縄における在日米軍施設・区域に関する統合計画」（平成25年4月）において、嘉手納飛行場以南の1,000ha
超の駐留軍用地の具体的な返還時期及び区域等が公表 跡地利用は沖縄の振興にとって極めて重要な課題
※特に、平成27年3月末に返還された「西普天間住宅地区」（約51ha）の跡地利用は、今後の跡地のモデルケース
となるよう、国としても積極的に支援していく必要

○今後、複数の大規模な駐留軍用地の跡地利用を並行して進める必要が生じてくると見込まれ、県・市町村が指摘
する課題（下記）とともに、これらの跡地利用を円滑に進めるための体制整備や財源・資金確保等が課題となる

＜沖縄県・関係市町村が指摘する今後の跡地利用の課題＞ ※中南部都市圏駐留軍用地跡地利用広域構想（平成25年1月、沖縄県・関係市町村）より

●これまでの跡地利用は、地権者の意向等を念頭に、各市町村独自の利用計画のもと進められ、その大半は商業サービス及び住宅と

なっている。

●今後大幅な人口増が見込めない中で、これまでと同様な手法では、跡地相互の競合による全体発展の阻害、良好な環境形成につな

がらないことが懸念される。

＜今後の返還予定～直近10年間＞

返還年度（予定） 返還区域（予定） 返還面積（予定）

２０１４年度又はその後 牧港補給地区（第５ゲート付近の区域） ２ｈａ

２０１９年度又はその後 キャンプ瑞慶覧（施設技術部地区内の倉庫地区の一部等 １０ｈａ

２０２２年度又はその後 普天間飛行場 ４８１ｈａ

〃 陸軍貯油施設第１桑江タンク・ファーム １６ｈａ

２０２４年度又はその後 キャンプ瑞慶覧（ロウワー・プラザ住宅地区） ２３ｈａ

〃 キャンプ瑞慶覧（喜舎場住宅地区の一部） ５ｈａ

〃 キャンプ瑞慶覧（インダストリアル・コリドー等） ６２ｈａ

〃 牧港補給地区（残余の部分） １４２ｈａ
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